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　令和5年度のトップバッターは、
日本の未来に大きな影響を及ぼす
ことは間違いない「中国」につい
ての専門家 興梠一郎さんです。
　興梠さんは、九州大学経済学部
を卒業後、三菱商事の中国チーム
で活躍した元商社マンです。商社
マンとしてビジネスを通じて中国
を知るにつれ、もっと深く知りた
いと研究の道を選ばれました。
　カリフォルニア大学バークレー
校修士課程、東京外語大学修士課
程を修了され、その後、外務省専
門調査員(香港総領事館)、同省国
際情報局分析第2課専門分析員、
参議院第1特別調査室客員調査員
を歴任されました。まさにビジネ
スと外交の現場、そして学術とい

う三つの領域を経験された中国ウ
ォッチングの第一人者です。現在、
神田外語大学教授を務めておられ
ます。
　主著は、『現代中国 グローバル
化のなかで』(岩波新書)、『中国激
流 13億のゆくえ』(岩波新書）、

『中国 巨大国家の底流』(文藝春
秋）等多数。
　中国の実態は、政府が統制する
公式報道や、学術資料だけではわ
かりません。中国の最新事情から
ネット裏情報までの収集・分析を
する気鋭の専門家 興梠一郎さん
に、中国はどこに向かうのか、習
近平体制の現状と課題を示してい
ただけると思います。ぜひご期待
ください！
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■講　師／狂言師　野
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村 萬
まんさい

斎氏
■テーマ／この辺りの者でござる

― 狂言のダイバーシティ＆インクルージョン＋SDGs

●東京都出身。狂言師で重要無形文化財総合指定者。東京藝術大
学卒。祖父・6世野村万蔵及び父・野村万作に師事し、3歳で初舞台
を踏む。文化庁芸術家在外研究生として英国へ留学し、名門ロイ
ヤル・シェイクスピア・カンパニーなどで学ぶ。帰国後は多数の公
演に参加し狂言の普及に貢献する一方、映画・TV・ストレートプ
レイなど幅広い分野で活躍。銀幕デビューは黒澤明監督の「乱」
「陰陽師」「のぼうの城」などに出演する。TVでは、NHKの大河
ドラマ「花の乱」「どうする家康」、朝の連続テレビ小説「あぐり」
などに出演している。

　次回のご案内

開　場 17：30
開講式 18：00
講　演 18：30（終了20:00）

興
こうろぎ

梠 一
いちろう

郎氏講　師 ●

●大分県出身。九州大学経済学部卒。三菱商事
中国チームを経て、カリフォルニア大学バーク
レー校大学院修士課程修了。神田外語大学教授。
中国ウォッチングの第一人者で中国の最新事情
からネット裏情報までの収集・分析をする気鋭
の専門家。外務省専門調査員、分析員を歴任。

興梠 一郎 氏のプロフィール
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神田外語大学教授　

4月の講演会は第3木曜日です。
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講演を聴かれた感想をお待ちしています！ 500字程度にまとめて、メール・郵便・ＦＡＸのいずれか
にて、させぼ夢大学事務局までお送りください。 締め切りは4月26日㈬必着です。　　  こちらからも送れます➡
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◦4月20日㈭の講演会は、1日1回講演です。
◦�ご入場の際は、手指消毒・検温にご協力ください。体調の悪
い方は入場をご遠慮ください。
◦�できるだけ不織布マスクを着用し、会話は控えてください。
◦�学生ご本人が欠席で代理出席の場合も、必ず、学生証をご持参
ください。
◦開演5分前から1階席には入場できません。
◦席取りはご遠慮ください。
◦�携帯電話等の各種電子機器は、電源を確実にお切りください。
◦�アルカスSASEBO大ホールの空調は、部分的な調整ができま
せん。できる限りの対応をしていますが、フロア及び座席の
位置によってはかなりの温度差があります。十分な準備をさ
れた上でご出席ください。

※�新型コロナウイルスの感染拡大状況や講師の都合、天災その他不
測の事態により、開催日時の変更や延期、または講師を変更して
代替開催する場合があります。

〜ご来場時の注意事項とお願い〜 令和５年度（第32期）講演会予定
　令和5年
　 5月18日㈭ 	 野村 萬斎氏（狂言師）
　 18:30〜20:00	 『この辺りの者でござる ―狂言のダイバーシティ＆インクルージョン+SDGs』
　 6月15日㈭ 	 門田 隆将氏（作家）
　 18:30〜20:00	 『時代を読み解く』
　 7月20日㈭ 	 中林 美恵子氏（早稲田大学教授）
　 18:30〜20:00	 『激変する国際情勢と日本の課題』
　 8月17日㈭ 	 小林 弘幸氏（順天堂大学教授）
　 18:30〜20:00	 『健康になる7つの習慣 ―健康は自律神経のバランスで決まる―』
　　9月18日（月・祝） 	元谷 芙美子氏（アパホテルグループ社長）
　 14:30〜16:00	 『私が社長です。』
　　10月19日㈭ 	 三遊亭 好楽氏（落語家）
　 18:30〜20:00	 『人生好んで楽しもう』
　　11月16日㈭ 	 由紀さおり氏（歌手）・安田祥子氏（声楽家）
　 18:30〜20:00	 『童謡コンサート』
　　12月14日㈭ 	 千田 嘉博氏（奈良大学教授）
　 18:30〜20:00	 『徳川家康と天下人の城』
　令和6年
　 1月11日㈭ 	 野村 忠宏氏（柔道家）
　 18:30〜20:00	 『折れない心』


